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Pageants — Theatricality of “The Red Letter Plays”
Mariko TANIBAYASHI
Abstract
In this paper, I would like to discuss the theatricality of “The Red Letter Plays” – how Suzan-
Lori Parks tried to write In the Blood and Fucking A on the basis of ‘pageant.’  Staying in West 
Germany during her teens, she did not directly have experience of the Civil Rights Movement 
in the US. In her plays, she has been digging through African-American history, creating and 
rewriting the history through the technique of “repetition and revision,”  but she does not overtly 
criticize racial issues of US history. By writing the ‘riff’ of The Scarlet Letter, Parks writes ‘now’ plays 
for African-American women.
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序論
Topdog/Underdogにより，2001年にアフリカ系アメリカ人女性劇作家初のピューリッツァー
賞を受賞した Suzan-Lori Parks は，歴史上の人物を「掘り起こし」，ジャズ演奏にならってひ
とつのモチーフを「反復・修正」し，作品を作り上げてきた。1989年初演，そのシーズンのオー
ビー賞を受賞した Imperceptible Mutabilities in the Third Kingdomでは，記号と象徴を反復させな











とが語られる。そして Nathaniel Hawthorne作 The Scarlet Letterの ‘riff’ （ジャズの反復即興演
奏）のような作品として書かれたのが，二人の黒人女性 Hesterを主人公とした In the Bloodと
Fucking Aである。前者は生活保護を受けながら父親の違う 5人の子どもを育てる Hester, La 
Negritaが，後者は闇の堕胎を生業とし，その職業 “Abortionist” を表すＡの焼印を胸に押され
た Hester Smithが主人公である。いずれも母親による子殺しという血にまみれた結末のこの
2作品は，出版されたときに “The Red Letter Plays” （「赤い文字の劇」）というタイトルがつけ
られた。





1　“The Red Letter Plays”




すすめているうちに，このタイトルより In the Bloodというタイトルの方がふさわしいと考え
るようになり，最終的に，5人の子どもを持ち生活保護を受ける黒人の母 Hester, La Negrita
の劇が出来上がった。In the Bloodを書き終えた Parksは再び Fucking Aの執筆に取り掛かり，
歌と TALKというドイツ語に似た造語を挿入した，同じく最下層の黒人の母親の復讐と子殺し
をテーマとした作品が出来上がった。
In the Bloodは 1999年 11月にニューヨークのパブリック・シアターで初演。時は今，場所
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はここ。プロローグと 9つのシーン，6つの「告白」からなる。登場人物は主人公 Hester, La 
Negritaと 5人の子どもたちと 5人の男女である。子どもたちは 13歳の長男 Jabber（おしゃ




の友人の白人女性 Amiga Gringa，Babyの父である牧師Ｄである。Chilliは The Scarlet Letterの
Roger Chillingworthを，牧師ＤはReverend Mr. Dimmesdaleを連想させることは明らかである。
5人とも生活保護を受けているHesterを助けると見せかけて性的に搾取しようとする。Hester 


















から追放しようとする裁きの手だった。シーン 8の「運命の手」“The Hand of Fate” では，
Hesterは牧師Ｄの新しい教会にも見放され，Jabberが思わず言ってしまった “Slut” という言
葉に反応し，持っていた警棒で彼を殴り殺し，できた血だまりにＡの文字を書きながら “Looks 
good, Jabber, don’t it?” （106）とつぶやく。シーン 9の “The Prison Door” では，プロローグ
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のコーラスが繰り返され，血だらけの両手を天に向かって差し出したヘスターの “Big hand 




Fucking Aは 2000年 2月 24日ヒューストン，インファーナル・ブライドグルーム・プロダ
クションによって上演，演出・挿入歌作詞作曲は Parks。2003年 2月 25日から 4月 6日まで
ニューヨーク，パブリック・シアターで初演。ニューヨークタイムズ紙の演劇リストには伏せ
字にしてタイトルが掲載された。時と場所は特定されていないが，近未来の独裁国家が舞台


































書き写すことだ」（4）という。読者，観客，研究者はこの “The Red Letter Plays” の二つの作
品を読んだり見たりした時，In the Bloodで Hesterが強要される卵巣切除手術と Fucking Aの焼
印に，Alice Walkerの Possession the Secret of Joy （1991）やWarrior Marks （1994）を，Fucking Aの
ヘスターの息子殺しに Toni Morrisonの Beloved （1987）における Setheの子殺しを見るだろう。





まったく念頭になかった。“The Red Letters” は広義にはアフリカ系アメリカ人女性すべての
血脈とも解釈できるが，Parksにとっては人種に関係なくあくまで「血」の色だという。Parks
が The Scarlet Letterの主人公 Hesterとその胸に付けられたＡの文字に引き付けられたのには，
Hawthorneが 1世紀前の祖先の歴史を掘り起こしたという The Scarlet Letterを書いた背景にあ
る。The Scarlet Letterの序文である “The Custom House” には，魔女裁判にかかわったために歴
史に名を残すことになった祖先のこと，彼らによってもたらされた呪いが消えるようにとの願
い，勤務していた税関の二階に上がってＡの文字が縫いつけられた布切れを見つけた時の興奮
が記されている。The Scarlet Letterではピューリタン社会の掟を破り，不義密通の結果 Pearlと





2　ページェントとしての “The Red Letter Plays”
Parksは Kathy Sovaのインタビューに答えて，学生時代に書いた The Wedding Pigに言及しな
がら，自分の戯曲には「sex, love, violence, history, ritualという五つの要素が欠かせない」（32）
























ジョンである。このように戯曲そのものにショーの要素が含まれるのに対して，365 Days/ 365 
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Parksは 1997年の David Savranに対するインタビューで，Venusはコロニアニズムでもなく
フェミニズムでもなく，この歴史上有名なキャラクターを二時間の芝居にしたかっただけ，黒
人の俳優にショーのスターになるチャンスを与えたかっただけと語っている（158）。Parksは
In the Bloodと Fucking Aは The Scarlet Letterの ‘riff’ として，Hesterという名前の黒人女性を主
人公とし，彼女らの残酷な子殺しを一つのショーにして観客に見せたといえる。彼女の言う
The Scarlet Letterの ‘riff’ とは，黒人ミュージシャンのMobyがクラシックのメロディーに手を
加えて PLAYというアルバムに仕上げるとか，ラッパーの Jay Zが Beatlesの The White Album
の ‘riff’ として The Black Albumを作るような，ジャズのスタンダードナンバーやクラシック
をまったく別の手法で演奏するようなものだという。
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務所行きは免れず，運命の手に導かれてその生命は絶たれるが，受難劇同様彼女の母親として
の命は復活するであろう。だが，ミニマルな舞台装置，冒頭と最後のコーラス，短い台詞の












母や両親の世代が体験したような表立った人種差別も受けた経験がない。Alice Walkerや Toni 
Morrisonのようなソウル世代とは異なるＸジェネレーションだと語る Parksにとって，公民
権運動は外国から客観的に見た歴史の一場面に過ぎない。






















注　本稿は，2010年 10月 9日に立正大学で行われた第 49回日本アメリカ文学会全国大会における口頭発
表を修正加筆したものである。
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